
推進会議の取組

【１】 前回会議の振り返り

【２】 ⼤阪府・⼤阪市・堺市の取組について

【資料1】
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【１】前回会議の振り返り
第1９回会議資料抜粋
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【１】前回会議の振り返り

第1９回会議資料抜粋

令和８年１月に構成団体のみなさまにアンケートを実施
取りまとめ結果、セカンドステップの方向性案は議題４で説明



• 令和8年3⽉23⽇に第3回「おおさか⽔素ステーション整備促進協議会」を開催。
• 府域で商⽤⾞需要が⾼い６つのエリアのうち、特に優先的に⽔素ステーション整備を促進する地
域に関して議論を⾏った結果、「南港エリア」及び「茨⽊・吹⽥・⾼槻エリア」の２つのエリア選定。

【２】FC商⽤⾞の導⼊拡⼤に向けた取組
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出典︓第3回「おおさか⽔素ステーション整備促進協議会資料（令和8年3⽉23⽇）

• ⽔素ステーション整備の促進には、国の追加的⽀援の適⽤と確かな需要の確保が不可⽋であり、
引き続き、必要な対応を⾏っていく。

• 国がFC タクシーをFC 商⽤⾞に位置付けたことを受けて、今後、タクシー業界にも働きかけを⾏う。



• 令和7年7⽉、全国で初めてカーボンニュートラル技術に特化したビジネス化⽀援を⾏う拠点機能
「CNビジネスベース」を開設。

• オープンイノベーションによるマッチング、コーディネーターによる技術相談等を⼀体的に⾏い、コン
ソーシアムの⽴ち上げ、企業の共創による新たなビジネスプロジェクトの創出を⽀援。

• ⽔素等をテーマとする勉強会等も開催。

【２】CNビジネスベース（Carbon Neutral Business Base）

⼝
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【２】 ⼤阪市の取組について〜普及啓発の推進〜

・⼩中学校や地域イベントにおける機会を捉え、CNに向けた⽔素の活⽤について教育、啓発を推進
・公⽤⾞として導⼊したFCVを様々な場⾯で活⽤し、⽔素エネルギーの活⽤を⾝近に感じる機会を提供
・実証事業等を通じ、新たな⽔素利活⽤技術の社会実装に向けた取組を推進

⽬ 的⽬ 的

概 要概 要

普及啓発に向けた取組み
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・⼤阪市内にあるごみ焼却⼯場が実施するオープンデーや区⺠祭りに出展
R6年度11件、R7年度10件
・環境学習のための学習教材、「おおさか環境科」を作成し、市内⼩中学校の授業でも活⽤。
・エネルギー学会誌「えねるみくす」や⽇本興業出版社「配管技術」等への寄稿

学会誌等への寄稿
⼤阪市における取組に加えて

H₂Osakaビジョンの取組も紹介。

⼤阪市

FCV公⽤⾞「MIRAI」を
展⽰して給電デモを実施

イベントでの啓発取組

⽔素ロケットキットによる実験コーナーを通
じて、⽔素を⾝近に感じてもらう



【２】 ⼤阪市の取組について〜新たな脱炭素の施策について〜 ⼤阪市
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令和７年度は2件の補助事業を採択︕
令和８年度も実施予定︕

・補助対象や補助内容については、今後の情勢も踏まえて決定

〇 新たな地球温暖化対策実⾏計画【区域施策編】(R7年度末策定予定)において、2030年度の⽬標
（2013年度⽐GHG50％削減）のための追加的施策、「ネクストグリーンプロジェクト(NGP)」を2026
年度より5年間、年次計画的に実施していくこととしている。（環境創造基⾦を活⽤）

〇 NGPでは、「次世代モビリティ普及拡⼤事業」を取組の柱に位置づけ、FC商⽤⾞、⽔素ステーション
整備に対する補助を実施していくこととしている。

新たな脱炭素施策「ネクストグリーンプロジェクト」について



【２】 堺市の取組について
⽬ 的

エネルギー関連施策の推進に係る連携協定を締結

概 要

堺市は、ゼロエミッション⾞（ZEV）を中⼼とした電動⾞の普及や⽔素エネルギーの利活⽤に向けた取組を進め、
カーボンニュートラルの実現をめざした環境先進都市の構築を図るため、在堺トヨタ各社と、エネルギー関連施策の
推進に係る連携協定を締結しました。

【 連携協定に基づく取組事項 】
◆ ZEVを中⼼とした電動⾞の普及に関する事項
◆ ⽔素エネルギーの利活⽤に関する事項
◆ その他本協定の⽬的に沿う事項

【 連携協定締結式 】
◆ 実施⽇程 2022年1⽉7⽇（⾦）
◆ 出 席 者 在堺トヨタ6社 代表

堺市⻑

締結式の様⼦

【 協定に基づく取組 】
FCV活⽤モデル創出プロジェクト

連係協定イベント
官⺠⼀体でFCVの移動電源⾞
としての新たな価値創出を図る



【２】 堺市の取組について 堺市電気⾃動⾞等導⼊⽀援事業補助⾦

⽬ 的

環境性能に特に優れた⾃動⾞（ゼロエミッション⾞）を導⼊した場合及び電気⾃動⾞等の充電設備を導⼊した
場合において、導⼊に要した費⽤の⼀部を補助することにより、EV・FCVの普及を促進し、温室効果ガス排出量を
削減することを⽬的とする。

概 要

補助対象︓EV、FCV 【令和7年度】
補助⾦額︓EV → 4万円／台、FCV → 20万円／台

補助実績[R6年度]︓クラウンFCV



【２】 堺市の取組について 中⼩企業をピンポイントに訴求︕

概 要

チラシ・表

チラシ・裏

☆省エネ設備への更新
を⽀援した中⼩企業
を中⼼に、社⽤⾞や
社⻑⾞をターゲット︕
☆国や市に係るFCV
補助⾦や税制優遇
措置を含むトータル
コストについて訴求︕



【２】 堺市の取組について
概 要

オールZEH街区

市営住宅跡地を⺠間事業者に売却し、新たなオールZEH街区を開発中。街区中の97⼾全⼾に太陽光発電
やエネファーム等を標準搭載。ZEHの補助を通じて、エネファームの導⼊⽀援を実施。

【HEMS】

【太陽光パネル】 【エネファーム】

97⼾全⼾『ZEH+』、敷地⾯積120m2以上、⽊造2階建(在来⼯法)、3LDK〜4LDK、UA値＝0.5W／m2・K以下、
オール樹脂サッシ Low-E複層ガラス、BEI＝0.75以下、LED照明、⾼効率エアコン、燃料電池コージェネレーションシステム、
太陽光発電システム、EV⽤充電設備、HEMS、宅配ボックス、⻑期優良住宅の認定 等


